天野爲之先生雑誌掲載論文目録 (一) 東洋経済新報 (1) by 西田 長壽 et al.
か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
（
以
下
た
ん
に
新
報
と
呼
ぶ
）
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
理
由
は
、
同
誌
こ
そ
、
陣
士
の
経
済
諭
客
と
し
て
の
真
面
目
を
発
押
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
誌
が
明
治
三
0
年
代
に
お
け
る
最
も
充
実
し
た
経
済
雑
誌
で
あ
り
得
た
の
は
主
と
し
て
栂
士
の
主
張
ら
で
あ
る
。
（
天
野
博
士
の
人
や
主
義
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
が
時
宜
に
適
し
た
た
め
で
あ
り
、
同
誌
今
日
の
盛
大
も
、
そ
の
基
礎
は
実
に
博
士
が
同
誌
を
主
宰
し
た
時
に
お
か
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
の
創
刊
•
発
殷
の
歴
史
、
主
張
に
つ
い
て
は
、
淡
川
榮
次
郎
•
西
田
長
窃
共
著
『
天
野
為
之
』
や
、
『
虹
餌
証
言
論
六
十
年
』
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）
と
こ
ろ
で
、
博
士
時
代
の
『
東
洋
経
済
新
報
』
こ
つ
い
て
み
る
に
、
毎
号
の
社
説
数
は
一
、
二
に
止
ま
ら
な
い
。
し
か
も
博
士
の
署
名
は
、
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
く
、
他
は
無
署
名
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
新
報
誌
上
の
栂
士
の
論
文
を
集
め
て
公
刊
さ
れ
た
『
経
済
策
諭
』
（
以
め
た
。
天
野
篤
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
H
昨
年
の
秋
、
天
野
為
之
先
生
の
生
誕
百
年
記
念
展
を
行
な
っ
た
際
に
、
同
博
士
の
雑
誌
掲
載
諭
文
目
録
を
作
成
し
て
本
紀
要
に
か
か
げ
る
こ
と
を
決
ま
ゞ
~
ぇ
ヵ
去
j
東
洋
経
済
新
報
(
1
)
 
杉高西
本
野田
天
野
為
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
H
録
口
冨
士善長
夫 一壽
一
諭
文
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下
た
ん
に
策
論
と
呼
ぶ
）
と
、
新
報
の
社
説
を
比
較
し
て
見
る
と
、
新
報
誌
上
で
は
無
署
名
で
あ
っ
て
、
策
論
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
署
名
諭
文
で
策
論
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
新
報
誌
上
、
博
士
起
稿
の
諭
文
を
的
確
に
決
定
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
困
難
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
、
別
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
大
体
に
お
い
て
天
野
時
代
の
同
新
報
記
者
は
、
殆
ん
ど
全
部
天
野
門
下
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
、
園
士
以
外
の
記
者
の
手
に
な
る
社
説
と
雖
も
、
恐
ら
く
は
、
そ
の
悉
く
に
栂
士
が
眼
を
通
さ
れ
て
の
ち
発
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
察
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
誌
上
の
署
名
社
説
、
お
よ
び
無
署
名
で
あ
っ
て
、
の
ち
に
『
策
諭
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
の
み
を
採
録
す
る
こ
と
も
、
脱
落
の
危
惧
な
き
を
得
な
い
°
況
ん
や
『
策
論
』
の
緒
言
に
お
い
て
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
誌
上
の
自
稿
諭
文
を
悉
く
収
録
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
る
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
博
士
が
同
新
報
を
引
き
受
け
た
明
治
三
0
年
三
月
第
四
八
号
か
ら
、
社
説
の
筆
を
絶
っ
た
明
治
四
0
年
九
月
五
日
第
四
二
五
号
に
至
る
ま
で
の
社
説
を
全
部
網
羅
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
署
名
そ
の
他
に
よ
っ
て
明
確
に
博
士
の
稼
と
断
じ
ら
れ
る
も
の
に
は
、
几
例
に
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
、
〇
印
を
附
し
て
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
ま
で
方
針
を
拡
大
し
た
以
上
は
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
、
本
目
録
集
の
表
題
の
趣
旨
に
は
少
し
く
そ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
新
報
創
刊
以
来
の
社
説
を
悉
く
列
挙
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
明
治
―
―
10年
代
の
新
報
は
さ
き
に
も
一
寸
ふ
れ
た
よ
う
に
早
稲
田
出
身
者
で
固
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、
新
報
は
実
に
明
治
一
―
10年
代
に
お
け
る
最
有
力
、
最
優
秀
の
経
済
評
論
雑
誌
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
目
録
が
、
よ
り
多
く
学
界
に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。
あ
え
て
諒
承
を
乞
う
次
第
で
あ
る
o
な
お
、
本
目
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
杉
本
が
当
た
り
、
『
天
野
為
之
』
の
著
者
の
一
人
で
あ
る
西
田
の
作
成
し
て
い
た
目
録
を
も
参
照
し
た
°
終
わ
り
に
、
本
館
員
佐
藤
嘉
子
氏
の
協
力
を
得
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
、
惑
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
(
-
―
―
七
•
一
―
•
一
五
）
（
四
田
氏
ー
東
大
朋
治
新
聞
雑
誌
文
皿
掛
長
）
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天
野
焉
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
H
言
」
）
は
、
一
、
な
お
、
同
じ
天
野
先
生
の
筆
に
な
る
牛
中
漫
言
（
い
わ
ば
浴
衣
が
け
の
経
済
時
評
で
明
治
一
―
―
―
―
―
年
一
0
月
よ
り
同
誌
に
連
載
、
初
め
は
た
ん
に
「
没
一
括
し
て
「
牛
中
漫
言
目
録
」
と
し
、
追
っ
て
本
誌
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
o
一
、
目
録
の
性
質
上
ま
た
印
刷
の
関
係
か
ら
、
当
用
疫
字
に
よ
っ
た
。
一
、
社
説
欄
で
明
ら
か
に
天
野
先
生
の
執
軍
に
な
る
も
の
に
は
O
印
を
附
し
、
そ
の
他
の
執
筆
者
名
の
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
〔
〕
で
包
ん
だ
°
一
、
社
説
欄
以
外
に
お
け
る
天
野
先
生
の
諭
文
に
は
X
印
を
附
し
た
。
こ
れ
は
社
説
目
録
と
し
て
の
趣
旨
を
生
か
す
た
め
で
あ
る
。
一
、
椋
阻
は
す
べ
て
本
文
の
そ
れ
に
よ
る
°
但
し
明
ら
か
に
誤
柏
と
思
わ
れ
る
も
の
ほ
訂
正
し
た
。
ハ
•
五
）
ま
で
を
掲
載
し
た
。
一
、
ま
え
が
き
に
あ
る
よ
う
な
考
え
か
ら
、
木
目
録
に
は
、
明
治
二
八
年
―
一
月
一
五
日
（
第
一
号
）
か
ら
明
治
四
0
年
九
月
五
日
（
第
四
二
五
号
）
に
至
る
全
社
説
を
収
録
し
た
。
し
か
し
紙
数
の
関
係
か
ら
回
を
別
け
て
分
岐
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
回
は
第
一
号
か
ら
第
―
二
六
号
（
明
三
ニ
・
凡
例
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第
一
号
（
明
天
・
ニ
・一
写）
東
洋
経
済
新
報
発
行
の
趣
旨
〔
町
田
忠
治
〕
海
軍
と
実
業
家
物
価
の
現
在
及
将
来
x
依
金
問
題
第
二
号
（
明
天
・
ニ
・―立）
物
価
の
現
在
及
将
来
（
承
前
）
我
国
将
来
の
銀
行
制
度
如
何
第
三
号
（
明
天
・
――
-
・
H
)
興
業
銀
行
を
諭
ず
近
年
に
於
け
る
物
質
的
進
歩
第
四
号
（明一一〈
・
―-
・
―立）
東
洋
商
業
地
理
協
会
を
設
立
す
る
の
急
務
独
逸
国
外
国
貿
易
の
一
大
原
動
力
第
五
号
（
明
天
•
三
・
―-
H
)
依
金
回
送
法
を
諭
じ
て
正
貨
準
備
に
及
ぶ
商
業
社
会
と
武
士
道
第
六
号
（
明
元
・
一・写）
明
治
二
十
九
年
の
金
融
如
何
第
九
厳
会
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
を
読
む
第
八
号
（
明
元
・
一・―立
）
財
政
計
画
を
評
す
太
平
洋
の
関
門
事
業
公
債
と
未
収
依
金
第
九
号
（
明
元
・テ
写
）
勧
業
股
業
二
銀
行
法
案
の
排
商
主
義
此
業
者
の
現
状
一
斑
泊
国
外
債
の
前
途
第
一
0
号
（
元
・―-
・
―五）
二
十
三
年
と
二
十
九
年
地
租
と
酒
税
米
国
財
政
の
現
状
製
エ
銀
行
の
箕
附
法
第
一
―
号
（
明
元
・―-
・―立）
朝
鮮
事
変
を
論
じ
て
英
国
の
東
洋
政
略
に
及
ぶ
欧
洲
航
路
の
開
始
米
国
財
政
の
現
状
（
承
前
）
第
七
号
（
明
元
・
て一五）
涸
税
改
正
私
見
民
力
休
投
未
収
償
金
第
一
六
号
（
明
元•
B
·
―
主
）
第
―
二
号
（
明
元・
―
―
―
•
立
）
銀
貨
の
騰
費
金
銀
の
平
等
準
備
第
二
回
消
国
依
金
幣
制
の
革
命
は
何
れ
の
日
に
か
到
ら
ん
〔
兼
子
初
太
郎
〕
第
一
三
号
（
明
元
・――
・
―立）
国
家
経
済
上
よ
り
日
本
銀
行
課
税
法
案
を
諭
ず
淵
の
為
め
に
魚
を
駆
る
者
調
和
的
課
税
法
朝
鮮
貿
易
の
前
途
を
製
ふ
駐
清
英
国
新
公
使
第
一
四
号
（
明
元
・――
・―立）
日
消
貿
易
の
前
途
輸
出
入
の
不
平
均
衆
巖
院
は
排
商
主
義
を
取
れ
り
生
絲
貿
易
の
不
振
第
一
五
号
（
明
元
•
B
•
五
）
二
十
九
年
度
予
冥
漿
工
銀
行
を
狂
用
す
る
勿
れ
今
後
の
金
融
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天
朋
焉
之
先
生
雑
誌
掲
載
諭
文
目
録
曰
第
一
七
号
（
明
元
•
B
.―
―
立
）
二
十
九
年
度
予
算
と
通
貨
と
の
関
係
（
上
）
清
国
の
関
税
年
報
を
読
む
台
湾
の
経
営
我
国
紡
鎖
事
業
の
既
往
未
来
（
続
）
第
一
八
号
（
明
元
・立
。写）
勧
業
股
エ
ニ
銀
行
の
主
義
に
反
対
す
る
も
の
の
謬
見
二
十
九
年
度
予
算
と
通
貨
と
の
関
係
（
下
）
英
国
複
本
位
諭
の
真
相
附
下
院
の
決
議
案
第
一
九
号
（
明
元
・手
一
立
）
今
や
我
国
に
一
人
の
金
貨
諭
者
な
し
似
金
取
寄
委
員
に
望
む
航
而
奨
励
法
の
一
大
欠
点
附
当
業
者
に
替
告
す
製
鉄
事
業
の
振
興
を
希
望
し
併
て
企
業
家
に
告
ぐ
〔
兼
子
初
太
郎
〕
第
二
0
号
（
明
元
・エ
・ニ写）
帝
室
財
産
貿
易
の
逆
勢
と
恨
金
取
寄
法
速
か
に
航
而
奨
励
法
を
改
正
せ
よ
戟
立
金
問
題
英
独
に
於
け
る
銀
貨
問
題
我
国
紡
鎖
事
業
の
既
往
未
来
米
国
大
統
領
改
選
と
米
国
貿
易
製
鉄
事
業
の
振
興
を
希
望
し
併
て
企
業
者
に
告
ぐ
（
承
前
）
〔
兼
子
初
太
郎
〕
第
ニ
―
号
（
明
元
・i〈
•
立
）
我
が
金
融
市
場
の
前
途
（
公
佃
を
外
国
に
売
出
す
の
件
）
孤
立
銀
行
の
弊
害
支
店
制
度
を
助
長
せ
よ
第
二
二
号
（
明
元
・
六
•
一
立
）
京
釜
鉄
道
は
世
界
の
郵
便
線
路
な
り
彼
我
の
工
業
（
列
国
の
石
灰
消
毀
高
に
就
き
て
）
三
た
び
航
悔
奨
励
法
に
就
き
て
臨
時
巖
会
を
開
設
せ
よ
為
替
信
用
状
第
二
三
号
（
明
元•
六
•
―
―
五
）
日
英
の
農
業
法
果
し
て
相
同
し
き
乎
（
誰
か
勧
業
股
エ
銀
行
を
無
用
と
云
ふ
）
工
商
の
撰
挙
権
を
拡
張
す
る
一
方
案
我
国
の
鉄
遥
に
関
す
る
英
国
公
使
の
報
告
第
二
四
号
（
明
元
・
七
・
立
[)
労
働
時
問
問
題
（
上
）
輸
入
超
過
の
真
相
と
貿
易
の
前
途
会
長
、
社
長
、
取
締
役
、
支
配
人
第
二
五
号
（
明
元
・
七•
一
立
）
労
働
時
間
問
題
（
下
）
金
利
の
低
廉
は
必
ず
し
も
国
の
利
に
あ
ら
ず
（
外
交
と
金
利
と
の
関
係
）
銀
行
建
築
法
第
二
六
号
（
明
元
・
七
•――
立
）
所
謂
機
関
銀
行
日
消
通
商
条
約
と
製
造
業
財
産
目
録
米
国
幣
制
の
弊
害
を
諭
じ
て
其
貨
幣
政
策
の
将
来
に
及
ぶ
〔
兼
子
初
太
郎
〕
第
二
七
号
（
明
元
•
八
•
五
）
日
本
銀
行
総
裁
の
勧
告
害
を
読
む
外
人
に
我
公
債
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
国
家
の
怠
慢
米
国
両
党
の
勝
敗
と
日
米
貿
易
第
二
八
号
（
明
元•
八
·
―
立
）
我
国
鉄
道
の
将
来
に
横
は
る
一
大
困
難
倫
敦
に
於
け
る
我
公
債
と
米
国
経
済
界
の
関
係
正
貨
準
備
に
関
す
る
謬
見
米
国
幣
制
の
弊
害
を
論
じ
て
将
来
の
貨
幣
政
策
に
及
ぶ
(
―
―
六
号
の
続
）
〔
兼
子
初
太
郎
〕
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最
近
数
ヶ
年
間
上
下
半
季
貿
易
対
照
表
第
二
九
号
（
明
元
・
〈
・―主）
―
―
一
億
八
千
万
円
の
償
金
中
、
輸
入
超
過
に
充
つ
べ
き
正
貨
僅
か
に
五
六
千
万
円
に
過
ぎ
ず
消
国
に
は
未
済
償
金
に
対
す
る
財
涌
あ
り
や
消
国
に
於
け
る
製
造
工
業
の
前
途
雇
主
と
職
エ
と
の
関
係
〔
兼
子
生
〕
第
三
0
号
（
明
元
・
九•
立
）
償
金
、
国
庫
金
及
び
金
融
の
関
係
製
造
品
課
税
問
題
に
関
す
る
清
国
の
近
報
米
国
の
幣
制
問
題
鯰
鱈
翠
霞
第
三
一
号
（
明
元
・九
・
一写）
中
央
銀
行
の
日
歩
改
正
恨
金
預
合
に
関
す
る
謬
見
日
本
郵
船
会
社
は
何
故
に
ジ
ャ
ト
ル
線
を
択
び
し
乎
米
国
の
幣
制
問
題
鯰
鱈
翠
罪
（
承
前
）
第
三
二
号
（
明
元
・
九
•
―
―
豆
）
米
国
両
党
の
勝
敗
の
我
国
に
及
ぽ
す
べ
き
利
害
（
上
）
恐
慌
の
必
来
亦
嚢
も
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
我
国
蚕
糸
業
の
発
達
を
叙
し
当
業
者
の
急
務
を
論
ず
〔
兼
子
生
〕
第
三
三
号
（
明
元
•\
0
•五）
新
内
閣
の
財
政
方
鍼
如
何
放
極
的
方
鍼
を
執
れ
米
国
両
党
の
勝
敗
の
我
国
に
及
ぽ
す
べ
き
利
害
（
下
）
第
三
四
号
（
明
元
•
¥
O
・
¥
―i)
 
銀
行
の
独
立
貯
菩
銀
行
及
び
其
預
主
に
貯
告
す
金
一
銀
十
六
の
幣
制
実
行
し
得
べ
き
や
〔
兼
子
生
〕
第
三
五
号
（
明
元
•
1
0
・
 ―主
）
金
融
の
前
途
と
施
政
方
鍼
世
製
財
産
制
度
の
現
状
世
製
財
産
の
経
済
上
に
及
ぽ
す
弊
害
本
年
の
米
作
果
し
て
如
何
如
何
に
し
て
貿
易
の
弊
風
を
焙
正
す
べ
き
か
〔
鶴
岡
伊
作
〕
第
三
六
号
（
明
元
・
ニ
・五）
公
債
の
種
類
を
統
一
す
べ
し
外
資
輸
入
に
関
す
る
謬
見
港
湾
修
築
の
急
務
貿
易
の
不
平
均
に
就
て
当
局
者
に
望
む
〔
兼
子
生
〕
第
三
七
号
（
明
元
・
ニ
・一エ）
創
刊
一
周
年
に
際
し
て
将
来
の
収
入
方
案
附
地
租
増
率
案
を
難
ず
取
寄
せ
た
る
傾
金
の
所
在
我
国
は
工
業
行
政
を
欠
く
金
党
勝
利
の
結
果
に
就
き
て
第
三
八
号
（
明
元
・
ニ
・―五）
我
海
外
航
路
の
消
滅
近
き
に
在
ら
ん
我
造
船
業
の
発
達
覚
束
な
し
近
時
我
国
に
於
け
る
鉄
道
の
発
達
（
上
）
米
国
の
財
政
整
理
と
万
国
貨
幣
会
議
〔
兼
子
生
〕
第
三
九
号
（
明
元
•
三
•
五）
将
来
の
収
入
方
案
附
地
租
増
率
説
を
難
ず
（
下
）
将
来
の
地
方
税
酒
税
率
に
関
し
当
局
者
に
問
ふ
近
時
我
国
に
於
る
鉄
道
の
発
達
（
下
）
ア
ク
セ
プ
第
四
0
号
（
明
元•
三
•
一
五
）
方
今
我
国
に
於
け
る
物
価
騰
貴
の
原
因
に
就
き
て
本
邦
貿
易
港
の
資
格
マ
ツ
キ
ン
レ
ッ
ク
ー、
オ
フ
、
レ
ー
氏
の
タ
ソ
ス
（
上
）
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第
四
一
号
（
明
元
・
―-
・―立）
通
貨
益
々
姻
加
す
べ
く
物
価
益
々
騰
此
す
べ
し
預
合
の
決
済
は
却
り
て
通
貨
を
増
加
す
ぺ
し
通
貨
の
増
減
は
自
然
に
任
す
べ
し
禁
停
制
の
存
廃
は
国
民
の
n
~格
問
題
な
り
並
業
組
合
に
就
い
て
（
上
）
第
四
二
号
（明―
1
0
・
¥
・
―点）
予
算
概
諭
戦
エ
誘
拐
問
題
貿
易
市
場
た
る
横
浜
と
神
戸
の
地
位
日
本
銀
行
営
業
報
告
の
公
示
に
就
き
て
産
業
組
合
に
就
て
（
中
）
マ
ツ
キ
ン
レ
ク
ー
、
オ
フ
、
ア
ク
セ
プ
タ
レ
ー
氏
の
ソ
ス
（
下
）
第
四
三
号
（明―
1
0
・
1
・
―立）
台
湾
財
政
の
独
立
自
営
果
し
て
何
れ
の
日
ぞ
第
四
回
万
国
貨
幣
会
隊
の
運
命
如
何
明
治
廿
九
年
経
済
小
史
（
其
一
）
婦
女
及
幼
者
の
工
場
就
役
に
関
し
世
の
工
業
家
及
当
局
衛
生
家
の
注
意
を
促
す
〔
西
内
青
藍
〕
第
四
四
号
（明―
i
O
・テ
写
）
輸
入
超
過
の
主
因
は
通
貨
の
膨
張
に
在
ら
ず
天
野
為
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
日
三
十
年
度
の
通
貨
及
び
物
価
公
似
恨
遠
額
の
金
融
市
湯
に
及
ぽ
す
努
力
に
就
き
て
大
に
補
助
貨
を
発
行
す
べ
し
明
治
廿
九
年
経
済
小
史
（
其
二
）
第
四
五
号
（
明一―
1
0
・
―-
・
―立）
今
後
の
金
融
財
産
目
録
と
資
産
勘
定
明
治
廿
九
年
経
済
小
史
（
其
一
―
-
）
各
国
紡
鋲
業
の
消
長
を
諭
ず
〔
誰
子
初
太
郎
〕
第
四
六
号
（
明
一
―
\
O•-
・―立）
金
貨
問
題
金
貨
論
者
に
二
種
あ
り
会
社
の
利
益
配
当
と
物
価
の
関
係
餡
業
組
合
法
に
就
て
（
下
）
明
治
廿
九
年
経
済
小
史
（
其
四
）
第
四
七
号
（
明
一
―
l
O·i―
―•写
）
金
貨
制
度
実
施
の
方
法
に
就
き
て
金
銀
価
変
動
の
梱
準
今
後
の
我
が
外
国
航
業
を
奈
何
明
治
廿
九
年
経
済
小
史
（
其
五
）
金
銀
の
比
価
と
東
西
物
価
の
趨
勢
〔
西
内
冑
藍
〕
x
諸
大
家
幣
制
意
見
（
其
二
）
第
四
八
号
(WI-―
-O.-＝-・―写）
°
幣
制
改
革
論
補
助
貨
幣
修
正
意
見
明
治
廿
九
年
経
済
小
史
（
其
六
）
金
貨
制
施
行
に
関
し
世
人
の
注
意
を
促
す
〔
兼
子
初
太
郎
〕
x
桜
田
君
の
演
説
を
聞
く
第
四
九
号
（明―
1
0
・1――・―五）
関
税
問
題
金
貨
本
位
の
我
が
経
済
社
会
に
及
す
影
秤
如
何
(
-
)
〔
関
輪
正
路
〕
金
貨
制
施
行
後
の
外
国
為
替
相
場
附
其
群
出
法
（
上
）
印
度
の
惨
状
に
就
て
邦
人
に
望
む
明
治
廿
九
年
経
済
小
史
（
其
七
）
幣
制
改
革
の
銅
鉄
貿
易
に
及
ぽ
す
影
評
〔
鶴
岡
伊
作
〕
第
五
0
号
（
明
―
―
1
0•四
•
立
）
如
何
に
し
て
六
千
七
百
万
円
の
公
債
を
努
る
べ
き
金
貨
制
度
と
台
湾
銀
行
と
の
関
係
如
何
金
貨
本
位
の
経
済
上
に
及
ぼ
す
影
評
如
何
（
二
）
〔
閲
輪
正
路
〕
金
貨
制
度
施
行
後
の
外
国
為
替
相
場
ift
其
計
尊
法
（
承
前
）
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第
五
一
号
(
l
y
I
-
―1
0•四
·
―
立
）
°
宜
し
く
公
俵
を
整
理
す
べ
し
日
本
勧
業
銀
行
定
款
を
読
む
金
貨
本
位
の
我
が
経
済
上
に
及
ぽ
す
影
特
如
何
（
三
）
〔
関
輪
正
路
〕
第
五
二
号
（明一―
I
O
・
i1
・
―立）
0
本
邦
銀
行
の
一
大
欠
点
通
貨
及
金
融
の
前
途
に
関
す
る
一―一種の
観
察
銀
行
会
社
の
合
同
銀
貨
国
に
対
す
る
為
替
相
場
算
出
法
金
貨
本
位
の
我
が
経
済
社
会
に
及
ぽ
す
影
評
如
何
（
四
）
〔
関
輪
正
路
〕
第
五
三
号
(Iyl-―lO
・立
・五）
0
日
本
銀
行
支
店
の
増
設
を
望
む
勧
業
銀
行
株
式
の
前
途
本
邦
鉄
道
の
現
状
を
諭
じ
て
鉄
迫
会
厳
に
及
ぶ
（
上
）
五
月
以
後
の
金
融
市
場
第
五
四
号
（明一―
1
0
・立
・
一立）
°
宜
し
く
中
学
科
楳
に
経
済
利
を
加
ふ
べ
し
本
邦
鉄
道
の
現
状
を
諭
じ
て
鉄
道
会
諮
に
及
ぶ
（
中）
第
五
五
号
（
明
一
―
1
0•五•
―
―
立
）
0
日
本
銀
行
個
人
貸
問
題
今
回
輸
出
し
た
る
公
依
相
場
に
就
き
て
公
位
の
売
出
は
金
融
を
緩
和
す
ぺ
き
や
本
邦
鉄
道
の
現
状
を
論
じ
て
鉄
道
会
談
に
及
ぶ
（
下
）
鉱
甜
問
題
の
落
沼
（
鉱
山
と
森
林
の
関
係
）
〔
西
内
青
藍
〕
第
五
六
号
（
明
一
―
I
O·K•
立
）
金
融
市
場
°
貧
民
銀
行
の
必
要
及
其
方
法
本
邦
機
業
一
斑
戯
工
商
務
省
我
国
地
方
財
政
の
前
途
奈
何
〔
西
内
青
藍〕
第
五
七
号
（
明
一
―
\
0•六・
一
五
〕
鉄
迫
局
其
他
鉄
道
業
者
の
反
省
を
望
む
低
利
公
依
を
発
行
す
べ
し
金
貨
制
度
の
実
施
困
難
な
ら
ず
第
五
八
号
（
明
―
―
1
0•六
•
―
―
五
）
°
比
の
賀
本
の
欠
乏
を
如
何
数
年
後
の
我
国
銀
行
業
小
保
険
会
社
分
立
の
弊
を
諭
ず
精
国
製
造
税
の
前
途
第
六
二
号
（
塑
―1
0•八•
五
）
金
融
市
場
本
年
十
月
以
後
の
物
価
二
十
年
来
物
価
騰
疫
の
大
勢
鉄
道
に
自
用
車
輛
を
許
す
の
厳
〔
関
輪
正
路
〕
中
学
制
度
調
査
委
員
会
に
望
む
第
五
九
号
（
明
一
―
1
0·七•
五
）
金
融
市
場
0
日
本
勧
業
銀
行
の
将
来
を
製
ふ
銀
行
の
合
同
と
独
立
通
信
事
業
の
現
状
一
斑
(
-
)
第
六
0
号
（
明
一
―
\
0•七
•
一
立
）
東
京
大
阪
二
市
に
於
け
る
銀
行
業
発
達
の
現
状
大
阪
に
於
け
る
銀
行
合
同
の
結
果
如
何
°
所
得
税
を
論
ず
酒
税
な
る
哉
涸
税
な
る
哉
通
信
事
業
の
現
状
一
斑
（
二
）
第
六
一
号
（明一―
1
0
・
:V
・
―立）
。
台
湾
幣
制
問
題
酒
税
は
我
国
の
一
大
財
源
な
り
東
京
市
政
と
交
通
機
関
通
信
事
業
の
現
状
一
斑
（
三
）
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天
野
為
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
日
制
限
外
発
行
は
益
々
通
貨
を
膨
張
せ
し
む
べ
き
ゃ
否
ゃ
°
我
国
に
於
け
る
傭
者
対
被
傭
者
の
関
係
信
用
壊
敗
の
結
呆
を
如
何
通
信
打
業
の
現
状
一
斑
（
四
）
第
六
三
号
（
明―
―\0•八・
一
五
）
°
地
租
の
増
徴
断
じ
て
不
可
な
り
東
京
市
内
鉄
迫
は
民
設
を
可
と
す
銀
価
下
落
の
幣
制
改
革
に
及
ぽ
す
影
評
如
何
海
外
よ
り
輸
入
す
る
円
銀
案
外
に
多
か
ら
ざ
る
べ
し
盛
商
工
高
等
会
議
は
如
何
に
之
を
組
織
す
る
や
第
六
四
号
（
明一
―\0•八•
―
―
―
q
)
金
融
の
前
途
正
貨
準
備
に
関
す
る
誤
解
0
通
貨
の
分
祉
は
自
然
に
放
任
す
べ
し
銀
の
下
落
と
其
生
産
役
我
国
銀
行
業
の
現
状
（
上
）
〔西
内
胄
監〕
物
価
の
高
低
果
し
て
如
何
〔神
川
漁
長
〕
第
六
五
号
（
明
―
―
lO•
九
•耳
）
本
月
の
金
融
市
場
円
銀
引
換
の
期
限
は
大
に
短
縮
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
第
六
八
号
（
明一
―10·\
0•j
!
j
)
°
地
租
増
徴
問
題
に
付
き
ジ
ャ
ッ
°ハソ
・
ク
イ
ム
ス
に
答
ふ
今
度
の
米
価
我
国
銀
行
業
の
現
状
（
中
）
〔
西
内
青
藍
〕
本
邦
欽
迅
に
関
す
る
英
国
公
使
の
報
告
第
六
六
号
（
明―
―\Q•;
;・一写）
述
か
に
円
銀
の
通
用
禁
止
を
公
布
す
べ
し
物
価
の
日叩
低
に
閲
し
東
京
経
済
雑
誌
記
者
に
問
ふ
今
後
の
物
価
を
左
右
す
べ
き
諸
原
因
工
場
条
例
は
如
何
に
制
定
す
べ
き
や
我
国
銀
行
業
の
現
状
（
下
）
〔
西
内
青
藍
〕
モ
ン
ド
ビ
エ
テ
ー
仏
国
及
白
耳
義
に
於
け
る
公
立
質
店
第
六
七
号
（
明
一
―
1
0•九·
―-
H)
新
た
に
整
理
公
依
条
例
を
制
定
す
べ
し
金
融
調
和
策
金
貨
制
度
に
関
す
る
二
種
の
謬
見
物
価
下
落
の
誤
解
は
円
銀
と
坐
銀
を
混
同
し
た
る
に
在
り
我
国
而
運
業
の
現
在
及
将
来
(
-
)
東
洋
貿
易
の
前
途
輸
入
超
過
髪
う
る
に
足
ら
ず
〔
原
田
駒
之
助
〕
本
月
の
金
融
市
場
附
何
放
に
諸
銀
行
は
日
歩
を
引
上
げ
た
る
か
銀
行
業
の
盛
況
永
続
す
べ
き
や
再
び
円
銀
引
換
期
限
の
短
縮
に
就
き
て
今
後
の
為
替
相
場
変
動
点
我
国
海
迎
業
の
現
在
及
将
来
（
二
）
東
京
経
済
記
者
の
自
白
第
六
九
号
（明―
1
0
・
1
0
・
一五）
円
銀
及
兌
換
券
の
引
換
高
幾
何
に
達
す
べ
き
や
工
業
の
現
状
を
諭
じ
て
工
場
条
例
に
及
ぶ
戯
工
銀
行
の
運
用
に
就
て
当
局
者
に
望
む
金
融
繁
緩
の
原
因
に
就
て
我
国
海
運
業
の
現
在
及
将
来
(
-
―
-
）
第
七
0
号
（
明
一
―
1
0•1
0·―立
）
新
事
業
に
対
す
る
苦
戒
を
怠
る
勿
れ
金
利
の
引
上
は
物
価
を
下
落
せ
し
む
る
の
力
あ
り
や
日
本
銀
行
の
金
利
に
就
て
保
管
介
即
整
備
の
必
要
（
上）
我
国
海
迎
業
の
現
在
及
将
来
（
四
）
正
貨
果
し
て
取
付
け
ら
る
べ
き
乎
第
七
一
号
（明一―
10
・
ニ
・五）
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本
月
の
金
融
市
場
附
中
央
銀
行
金
利
引
上
後
に
於
け
る
各
銀
行
の
姿
勢
如
何
台
湾
幣
制
の
将
来
を
函
ふ
通
貨
増
加
の
趨
勢
如
何
に
し
て
歳
入
の
不
足
額
を
補
填
す
べ
き
や
（
上
）
〔
西
内
冑
藍
〕
再
び
保
険
会
社
の
合
同
に
就
て
保
管
倉
庫
整
備
の
必
要
（
下
）
第
七
二
号
（明一―
¥
0
・
ニ
・
一立）
°
創
刊
二
周
年
に
際
し
て
通
貨
、
汽
本
、
物
価
及
金
利
信
用
の
濫
用
を
大
に
似
む
べ
し
如
何
に
し
て
歳
入
の
不
足
額
を
補
狽
す
ペ
き
や
（
下
）
〔
西
内
胄
藍
〕
第
七
三
号
（明一―
l
O
・
l
l
・
―立）
°
地
租
問
題
保
証
準
備
増
加
説
に
就
て
正
貨
流
出
の
期
近
き
に
在
ら
ん
綿
業
の
不
振
は
世
界
の
大
勢
な
り
鉄
遊
業
の
現
状
一
斑
(
-
)
〔
原
Il
駒
之
助
〕
第
七
四
号
（
明
一1
1
0
·
1
―
―
•
五
）
本
月
の
金
融
市
場
（
如
何
に
し
て
炭
末
の
難
捌
を
経
過
す
べ
き
か
）
°
外
汽
輸
入
と
物
価
騰
沢
外
資
輸
入
の
最
良
法
石
代
の
倍
加
は
益
々
地
租
の
公
平
を
失
す
る
も
の
な
り
本
邦
綿
業
者
困
難
の
真
相
及
其
将
来
如
何
（
上
）
貯
蓄
奨
励
の
好
時
機
第
七
五
号
（明一―
1
0
・
1
―-
・
―立）
姑
息
の
救
済
は
寧
ろ
之
を
自
然
に
放
任
す
る
の
俊
れ
る
に
如
か
ず
o
内
国
依
依
遠
策
全
国
商
業
会
議
所
の
聯
合
会
談
に
上
る
地
方
依
益
々
増
加
せ
ん
本
邦
綿
業
者
困
難
の
真
相
及
其
将
来
如
何
（
下
）
鉄
道
業
の
現
状
一
斑
（
二
）
〔
原
Il
駒
之
助
〕
第
七
六
号
（明一―
1
0
・
1
―-
・―立）
0
経
済
界
救
治
策
我
国
に
真
の
同
盟
罷
工
な
し
如
何
に
し
て
勧
業
債
券
を
務
集
す
べ
き
ゃ
鉄
迅
業
の
現
状
一
斑
(
-
―
-
)
〔
原
田
駒
之
助
〕
第
七
七
号
（明一――-
・
-・―立）
本
月
の
金
融
市
場
（
旧
暦
節
季
の
難
関
は
如
何
）
明
治
三
十
一
年
度
の
歳
計
予
雰
速
か
に
台
酒
の
幣
制
を
確
定
せ
よ
明
治
三
十
年
経
済
小
史
（
其
の
一
）
第
七
八
号
（明一―
―
.
-
・―五）
今
後
の
金
融
井
上
新
大
蔵
大
臣
°
揺
信
事
業
の
収
入
は
之
を
逓
信
珀
業
の
外
に
使
用
す
可
か
ら
ず
最
近
数
年
間
我
国
外
国
貿
易
の
進
歩
(
-
)
明
治
三
十
年
経
済
小
史
（
共
の
二
）
第
七
九
号
（
明
芝
・――土）
本
月
の
金
融
市
場
西
園
寺
新
文
部
大
臣
に
望
む
酒
税
増
加
の
好
結
果
最
近
数
年
間
我
国
外
国
貿
易
の
進
歩
（
続
）
外
資
輸
入
の
真
目
的
大
に
細
民
の
貯
菩
を
奨
励
す
べ
し
明
治
三
十
年
経
済
小
史
（
其
の
一
―
-
）
第
八
0
号
（明一――-
・―-
・
―立）
中
央
銀
行
の
利
子
引
上
は
今
回
に
止
ま
ら
ざ
る
べ
し
酒
税
は
宜
し
く
増
徴
す
べ
し
地
租
は
断
じ
て
増
徴
す
べ
か
ら
ず
外
資
輸
入
は
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
金
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天
野
為
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
H
利
を
低
庶
な
ら
し
む
べ
き
や
補
助
貨
は
果
し
て
増
発
の
余
地
な
き
か
再
び
逓
信
事
業
の
収
入
に
就
て
新
関
税
法
の
実
旋
と
本
年
の
輸
入
貿
易
台
湾
鉄
道
の
速
成
を
望
む
明
治
三
十
年
経
済
小
史
（
其
の
四
）
第
八
一
号
（明
き
・―-・―
立）
帝
国
の
財
政
を
棄
乱
す
る
も
の
は
台
湾
な
り
当
局
者
は
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
台
湾
に
銀
貨
制
度
を
施
行
し
つ
4
あ
り
清
国
償
金
問
題
清
国
製
造
業
の
前
途
附
東
華
紡
鎖
会
社
を
再
興
す
べ
し
一
切
の
煙
草
専
売
権
を
政
府
に
於
て
有
す
べ
し
〔
西
内
胄
藍
〕
金
貨
交
換
高
の
増
加
に
就
て
通
信
事
業
の
現
状
（
上
）
第
八
二
号
（明＝＝
・―-
'立）
本
月
の
金
融
市
場
一
円
券
引
上
、
補
助
貨
増
発
に
関
す
る
諸
問
題
中
央
財
政
と
地
方
財
政
何
ぞ
補
助
貨
の
増
発
を
憂
へ
ん
通
信
事
業
の
現
状
（
中
）
第
八
三
号
（明一――-
・―_
．
-芭
東
洋
の
貨
幣
制
度
は
結
局
金
貨
本
位
に
帰
藩
す
べ
し
貿
易
の
逆
勢
必
ず
し
も
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
小
製
の
保
護
附
り
梨
工
銀
行
経
営
の
方
針
如
何
物
価
は
容
易
に
下
落
せ
ざ
る
べ
し
通
信
事
業
の
現
状
（
下
）
第
八
四
号
（明
一―-
・―-
・―五）
日
本
銀
行
は
如
何
に
し
て
五
月
以
後
の
貸
出
資
金
を
準
備
す
べ
き
か
再
び
補
助
貨
増
発
の
必
要
を
諭
ず
観
業
債
券
に
は
幾
何
の
応
務
者
あ
る
べ
き
ゃ
今
月
の
輸
入
超
過
は
大
に
将
来
の
輸
出
を
増
加
す
る
所
以
な
り
逓
信
事
業
の
渋
滞
（
盗
に
独
り
経
毀
の
不
足
に
の
み
因
ら
ん
や
）
第
八
五
号
（
明
一
―
―
―
•
四
•
五
）
本
月
の
金
融
市
場
台
湾
は
帝
国
の
一
部
か
将
た
殖
民
地
か
台
湾
は
断
じ
て
銀
貨
地
と
な
す
べ
か
ら
ず
当
局
者
は
如
何
に
引
換
円
銀
を
処
分
す
べ
き
や
金
利
引
上
げ
は
我
国
に
於
て
欧
米
程
の
効
果
な
し
附
如
何
に
し
て
金
融
を
緩
和
な
ら
し
む
べ
き
再
び
地
方
財
政
の
前
途
を
諭
ず
（
上
）
第
八
六
号
（
明
一
―
―
―
•
四
•
一
立
）
井
上
伯
の
財
政
計
画
円
銀
引
換
の
不
便
物
価
は
何
故
に
下
落
せ
ざ
る
か
再
び
地
方
財
政
の
前
途
を
諭
ず
（
下
）
第
八
七
号
（
明
一
―
―
―
•
B
.
立
）
0
日
本
銀
行
の
金
利
を
諭
ず
皆
済
償
金
と
経
済
社
会
政
府
の
経
済
社
会
救
済
策
救
済
法
実
施
の
結
果
如
何
酒
精
及
酒
類
の
輸
入
何
ぞ
其
れ
多
き
や
第
八
八
号
（
明
一
―
―
-
·
写•
写
）
本
月
の
金
融
市
場
°
政
府
の
勧
業
債
券
引
受
策
を
諭
ず
不
景
気
と
物
価
の
騰
費
と
は
両
立
す
べ
き
や
米
西
開
戦
と
我
輸
出
入
貿
易
酒
精
及
酒
類
の
輸
入
何
ぞ
其
れ
多
き
や
（続）
- 223-
第
八
九
号
（明ー―――土
・
一五）
如
何
に
し
て
米
価
騰
費
の
勢
を
抑
心
IT
き
ゃ
財
政
幣
理
と
経
済
社
会
救
済
策
鉄
道
買
上
諭
と
公
偵
慎
遥
論
外
国
貿
易
の
逆
勢
附
正
貨
準
価
の
補
収
策
如
何
米
価
の
前
途
綿
絲
紡
紹
業
者
の
答
申
書
を
読
む
x
米
価
の
騰
質
を
以
て
物
価
騰
買
の
一
大
原
因
と
な
す
の
謬
を
詰
す
第
九
0
号
（
明
主・
写•
一
幸
）
°
増
税
問
題
岩
崎
総
裁
の
演
説
を
評
す
紡
紹
会
社
は
須
ら
く
其
事
業
の
基
礎
を
致
固
に
す
べ
し
正
貨
流
出
姐
む
の
期
近
き
に
在
ら
ん
本
年
度
の
追
加
予
鍔
第
九
一
号
（
明
一
―
―
―
•
六・
写
）
本
月
の
金
融
市
場
Q
増
税
案
理
由
書
を
読
む
金
融
の
前
途
恨
金
受
領
後
の
物
価
我
国
生
命
保
険
業
の
進
歩
第
九
二
号
（
明
一
―
―
―
•
六
•
一
五
）
u
重
ね
て
政
府
の
増
税
案
を
論
ず
断
じ
て
国
依
償
速
を
停
止
せ
よ
航
悔
奨
励
法
の
改
正
に
就
て
地
租
を
存
続
せ
ん
と
欲
せ
ば
地
価
修
正
を
断
行
す
べ
し
〔
西
内
胄
藍
〕
米
国
財
政
の
現
況
を
叙
し
て
製
茶
課
税
問
題
に
及
ぶ
第
九
三
号
（明―――-
・―(
・―立）
°
本
邦
地
租
の
真
相
地
租
宜
し
く
改
革
す
可
し
本
邦
盆
即
の
欠
点
を
諭
じ
て
其
の
改
良
策
に
及
ぶ
（
其
の
一
）
綿
絲
輸
出
の
好
況
永
続
す
べ
き
や
新
閾
税
法
の
実
施
は
明
年
一
月
以
後
に
在
り
鉄
道
工
事
の
中
止
断
じ
て
非
な
り
第
九
四
号
（
明
―
―
―
-
·
七•
五
）
本
月
の
金
融
市
場
新
内
閣
の
財
政
方
針
如
何
預
金
利
子
の
引
上
は
自
然
の
勢
な
り
本
邦
介
庫
の
欠
点
を
論
じ
て
其
の
改
良
策
に
及
ぶ
（
其
の
二
）
消
毀
組
合
設
立
の
好
時
機
公
債
買
上
の
結
果
如
何
第
九
五
号
（
明
一
―
―
-
·
七•
一
五
）
鉄
道
国
有
問
題
を
如
何
に
解
釈
す
べ
き
ゃ
如
何
に
し
て
金
融
逗
迫
を
救
ふ
べ
き
や
物
価
果
し
て
大
に
下
落
す
べ
き
や
本
年
上
半
期
間
の
外
国
貿
易
兵
庫
倉
即
会
社
の
破
綻
介
庫
事
業
と
火
災
保
険
事
業
の
関
係
を
改
良
す
べ
し
第
九
六
号
（
明
―
―
―
-
·
七
•
―
五
）
°
鉄
道
の
買
上
断
じ
て
非
な
り
逓
信
事
業
の
収
入
は
宜
し
く
之
を
増
加
す
べ
か
ら
ず
担
保
割
引
は
金
融
切
迫
の
一
大
原
因
な
り
（上）
轟
害
予
防
の
訓
令
を
読
む
本
邦
倉
庫
業
の
欠
点
を
諭
じ
て
其
改
良
策
に
及
ぶ
（
其
の
三
）
°
俯
天
坊
氏
に
答
ふ
第
九
七
号
（
明ー
―
―
―
•
八•
写）
本
月
の
金
融
市
場
担
保
制
度
は
金
融
切
迫
の
一
大
原
因
な
り
（
下
）
外
資
輸
入
の
通
貨
の
流
通
額
に
及
ぽ
す
影
態
に
就
て
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天
野
為
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
曰
]
輸
出
税
の
廃
止
は
断
じ
て
之
を
延
期
す
ペ
か
ら
ず
我
国
の
財
源
は
将
来
何
に
由
ら
し
む
ペ
き
や
横
神
両
港
の
貿
易
と
其
の
陸
上
設
備
第
九
八
号
(
I
y
l
-
―
―
―
•
八
·
―
立
）
財
源
の
撰
択
に
迷
う
勿
れ
台
湾
幣
制
の
前
途
勧
業
銀
行
に
質
す
（
偵
券
靱
集
法
及
其
貸
付
法
に
就
き
て
）
輸
入
超
過
蚊
早
永
紬
せ
ざ
る
べ
し
紡
紹
業
の
振
興
菜
如
何
東
京
市
と
市
内
鉄
迎
問
幽
第
九
九
号
（
明
一
―
―
一
・
八•
―
―
豆
）
迎
信
事
業
は
特
別
会
計
と
す
る
の
必
要
な
し
台
湾
銀
行
の
成
立
果
し
て
如
何
公
拭
買
入
停
止
と
金
利
引
下
と
ぱ
同
時
に
行
わ
る
べ
き
や
再
び
消
費
組
合
に
就
て
a
地
祖
問
題
に
関
し
て
浜
口
雄
幸
君
に
答
ふ
第
一
0
0
号
(
1
9
1
-
―
―
―
•
九•
志
）
本
月
の
金
融
市
場
鉄
逼
買
上
は
金
融
を
緩
和
す
べ
き
や
J
新
た
に
免
役
税
を
課
す
可
き
の
諮
金
融
の
将
来
今
後
の
通
貨
及
物
価
東
京
経
済
雑
誌
記
者
の
杜
撰
第
一
0
一
号
（明一-=
・在
一
立
）
3
何
ぞ
現
役
免
除
悦
を
起
さ
ゞ
る
や
（
再
び
）
地
租
増
徴
論
者
の
為
め
に
一
策
を
進
む
如
何
に
し
て
情
国
貿
易
を
拡
張
す
べ
き
勧
業
銀
行
は
何
故
に
戯
業
を
疎
外
す
る
ゃ
本
邦
紡
鋲
事
業
の
現
況
第
一
〇
二
号
（明――_-
・九
・ニ写）
J
地
祖
問
題
の
一
段
落
経
済
学
の
大
要
を
中
学
生
徒
に
教
ゆ
る
の
蔽
工
場
法
制
定
の
程
度
如
何
新
叫
税
法
実
施
の
彩
評
(
L
)
本
邦
紡
紹
事
業
の
現
況
（
承
前
）
第
一
0
三
号
（明―
―
・
l
O
・
l!l)
本
月
の
金
融
市
場
9
如
何
に
し
て
歳
入
の
不
足
を
補
棋
す
可
き
台
湾
鉄
道
と
京
釜
鉄
道
新
聞
税
法
実
施
の
影
評
（
下
）
第
一
0
四
号
（明一―
―
・
1
0
・
一立）
0
日
本
銀
行
課
税
諭
保
証
準
備
拡
張
の
程
度
如
何
本
邦
銀
行
業
発
達
の
状
勢
（
其
一
）
工
場
法
案
を
評
す
宅
地
租
売
薬
税
の
増
加
に
代
る
可
き
財
源
如
何
第
一
0
五
号
（明一―
―
・
¥
O
・
―五）
0
世
の
富
蔽
に
告
ぐ
岩
崎
時
代
の
日
本
銀
行
憲
政
党
大
会
に
望
む
日
米
貿
易
の
前
途
本
邦
銀
行
発
達
の
状
勢
（
承
前
）
我
国
工
業
組
織
の
状
態
（
上
）
第
一
0
六
号
（
明
―
―
―
-
·
―
―•写
）
本
月
の
金
融
市
場
附
制
限
外
兌
換
券
再
び
増
加
せ
ば
如
何
外
資
輸
入
の
要
否
及
其
方
法
夜
業
休
止
問
題
十
五
銀
行
の
改
革
に
就
て
官
制
改
正
の
発
表
我
国
工
業
組
織
の
状
態
（
中
）
金
融
の
将
来
地
租
の
事
に
付
三
た
び
浜
口
君
に
答
ふ
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第
一
〇
七
号
（明一――-
・
―て一五）
創
刊
三
周
年
に
際
し
て
日
本
銀
行
の
課
税
を
し
て
一
般
経
済
社
会
に
負
担
せ
し
む
る
勿
れ
速
か
に
夜
業
休
止
を
断
行
せ
よ
修
正
工
場
法
案
を
読
む
我
国
鉄
道
業
の
発
達
（
其
一
）
第
一
〇
八
号
（明―――-
・
―-
・―立）
°
独
占
税
を
諭
ず
工
業
銀
行
設
立
の
殿
を
排
す
我
国
工
業
組
織
の
状
態
（
下
）
我
国
鉄
道
業
の
発
達
（
其
二
）
第
一
〇
九
号
（
明
一
―
―
―
•
三
・
立
）
本
月
の
金
融
市
場
（
歳
末
の
金
融
は
寺
に
無
事
な
る
べ
し
）
保
証
準
備
拡
張
問
題
地
租
増
税
案
の
運
命
如
何
我
国
鉄
迅
染
の
発
達
（
其
三
）
第
―
1
0
号
(ryJ-―-
・
―
・
一五）
0
日
本
銀
行
の
諜
税
は
発
行
税
を
可
と
す
予
冥
概
諭
三
政
府
の
歳
入
補
収
策
附
自
由
派
憲
政
党
の
歳
入
補
填
策
上
所
得
税
法
改
正
法
律
案
を
難
ず
第
一
―
四
号
（
明
一
―
―
―
-
·
―
―
•
五
）
歳
入
補
填
の
最
良
法
第
一
―
一
号
（
明
―-
・
―
―・ニ立）
日
本
銀
行
課
税
の
方
法
に
就
て
日
本
銀
行
納
付
金
法
律
案
を
難
ず
衆
談
院
は
地
租
増
徴
案
を
通
過
せ
り
台
湾
の
独
立
自
営
終
に
望
む
可
ら
ざ
る
ヵ
貿
易
の
順
潮
附
正
貨
は
何
故
に
流
出
せ
る
や
第
一
―
二
号
（明
・―――
.-・
―立）
明
治
三
十
二
年
の
金
融
重
ね
て
日
本
銀
行
課
税
法
を
諭
ず
鉄
道
国
有
の
論
拠
何
ぞ
蒋
弱
な
る
農
業
会
諮
所
条
例
を
制
定
す
べ
し
第
一
―
三
号
（明一―
―
.-・
―立）
補
填
後
の
歳
入
補
槙
策
当
局
者
の
為
め
に
別
に
歳
入
坦
補
の
一
策
を
進
む
償
金
残
額
の
使
途
に
就
て
噸
税
法
案
を
論
ず
昨
年
の
外
国
貿
易
東
京
馬
車
鉄
道
賃
銭
引
上
問
題
に
就
て
我
国
鉄
道
業
の
発
達
（
其
四
）
動
産
銀
行
の
利
害
如
何
速
か
に
航
海
奨
励
の
方
針
を
確
立
す
ぺ
し
興
業
銀
行
外
二
銀
行
に
就
て
郵
便
税
引
上
の
無
謀
生
糸
貿
易
の
盛
況
果
し
て
永
続
す
べ
き
ゃ
第
一
―
五
号
（
明
差
・―-
・
―立）
甜
ぞ
一
千
七
百
万
円
の
公
債
を
焼
か
ざ
る
台
湾
事
業
公
債
法
案
を
賛
す
台
湾
銀
行
と
銀
券
発
行
殷
工
依
券
と
勧
業
銀
行
鉄
道
賃
銭
の
引
上
断
じ
て
非
な
り
第
一
―
六
号
（明一―――-
・―-
・―立）
興
業
銀
行
論
の
根
本
的
誤
謬
談
員
歳
費
問
題
鉄
道
国
有
調
査
会
は
無
用
な
り
預
金
利
子
引
下
に
就
て
第
五
回
勧
業
縛
屁
会
は
大
阪
に
開
く
べ
し
肥
料
取
締
の
急
務
第
一
―
七
号
（
明
差
•
三•
立
）
依
金
残
額
処
分
の
決
定
特
別
航
路
助
成
案
-226-
天
野
岱
之
先
生
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
H
勁
粒
銀
行
は
無
用
な
り
製
業
銀
行
と
外
箕
輸
入
鉄
道
貨
金
引
上
の
無
謀
関
税
に
関
す
る
紛
諮
益
々
甚
し
か
ら
ん
と
す
第
一
―
八
号
（明―
―
-
・―-
・
―立）
今
後
の
金
融
三
基
金
の
形
体
如
何
徴
金
使
途
問
題
の
落
舟
政
府
は
私
設
鉄
道
の
賃
金
引
上
を
如
何
に
せ
ん
と
す
る
か
外
国
貿
易
の
好
望
内
地
雑
居
に
対
す
る
伐
悟
如
何
第
一
―
九
号
（
明
差
・―-
・―立）
支
那
に
版
権
制
ば
を
布
く
の
策
京
釜
鉄
迎
と
京
仁
鉄
迅
第
一
三
帝
国
隊
会
の
経
過
（
其
一
）
予
冥
問
題
今
後
に
於
け
る
遥
貨
と
物
価
の
関
係
第
―
二
0
号
（
明
―
―
―
―
―
•
B
．
立
）
0
日
木
銀
行
は
此
際
布
9
て
支
店
を
増
設
す
べ
し
内
地
雑
居
後
に
於
け
る
外
国
人
第
二
二
帝
国
議
会
の
経
過
（
其
二
）
増
税
問
涵
葉
煙
草
の
輸
入
を
ご
一
少
数
者
の
手
に
委
托
す
と
は
其
乎
銀
行
合
同
の
時
期
再
び
私
設
鉄
道
賃
金
引
上
の
不
当
を
諭
ず
第
―
ニ
ー
号
（
明
差•
四
•
一
五
）
再
び
発
行
余
力
の
使
用
法
に
就
て
外
国
貿
易
の
一
頓
挫
第
二
二
帝
国
謡
会
の
経
過
（
其
―
―
-
）
其
他
の
財
政
問
題
燃
料
石
油
を
石
炭
に
代
用
す
る
の
談
外
国
人
の
来
住
を
自
由
に
す
べ
し
第
―
二
二
号
（
明
差
．g
．―五）
金
融
の
前
途
三
基
金
は
須
ら
く
本
邦
公
位
を
以
て
保
存
す
べ
し
第
二
二
帝
国
議
会
の
経
過
（
其
四
）
関
税
問
題
北
浜
銀
行
の
営
業
月
報
に
就
て
加
奈
太
製
茶
課
税
問
題
第
ー
ニ
三
号
（
明
―
―
―
―
-
·
五•
五
）
銀
行
は
此
際
柄
て
営
業
の
基
礎
を
固
む
べ
し
三
基
金
と
金
融
市
場
の
関
係
第
一
三
帝
国
談
会
の
経
過
（
其
五
）
銀
第
―
二
四
号
（
明
一
―
―
―
-
·
写•
―
―i)
再
び
支
那
に
版
権
制
度
を
布
く
の
策
を
論
ず
飽
く
ま
で
外
国
似
を
務
集
す
べ
し
勧
業
債
券
券
集
の
不
結
果
外
金
輸
入
第
二
二
帝
国
議
会
の
経
過
（
共
六
）
其
他
の
財
政
問
題
第
―
二
五
号
（
明
―
―
―
―
-
'
五•
―
―
五
）
速
に
東
京
市
内
鉄
迎
問
題
を
決
定
す
べ
し
戦
後
の
誤
解
を
再
び
す
る
勿
れ
物
価
の
前
途
通
信
事
業
の
現
状
（
其
一
）
第
―
二
六
号
（
明
差•
六•
立
）
外
偵
券
集
の
影
評
如
何
対
物
信
用
は
果
し
て
銀
行
の
常
道
に
あ
ら
ざ
る
か
政
府
は
果
し
て
予
期
の
関
税
収
入
を
得
べ
き
や
鉄
道
貨
銭
引
上
の
結
果
通
信
事
業
の
現
状
（
共
二
）
行
問
題
公
依
騰
費
の
原
因
如
何
- 227-
